
青森県復興ビジョン

【市町】
【国】

復興関係のビジョン等の相関図

＜八戸市＞
八戸市復興計画
（Ｈ２３～３２年度）

第５次八戸市総合計画基
本構想（Ｈ１９～２８年度）
及び後期推進計画（Ｈ２３
～２８年度）を補完する震
災対策の特別計画

２３年９月末までの策定を
目指す

青森県総合計画審議会

政策点検委員会

産業・雇用

安全・安心、健康

環境

教育、人づくり

「青森県基本計画未来への挑戦」
の推進に向けた政策点検、翌年度
の県の施策に係る提言など

青森県基本計画未来への挑戦
（Ｈ２１～２５年度）

青森県復興ビジョン
策定懇話会

創造的復興に向けた
取組を推進

【県】

連携

東日本大震災復興構想会議

東日本大震災による被災地域
の復興に向けた指針策定のた
めの復興構想の検討

岩手県東日本大震災津波復興計画 復興基本計画
（案）（平成２３年６月１４日）

＜復興の目指す姿＞
いのちを守り 海と大地と共に生きる ふるさと岩
手・三陸の創造
＜復興に向けた３つの原則＞
○「安全」の確保
○「暮らし」の再建
○「なりわい」の再生

→９月下旬決定

震災からの創造的復興

に向けた中長期的な取組
の方向性（年内を目途に
策定）

宮城県震災復興計画～宮城・東北・日本の絆・再生
からさらなる発展へ～（第１次案） （Ｈ２３年６月）

＜基本理念＞
１ 災害に強く安心して暮らせるまちづくり
２ 県民一人ひとりが復興の主体・総力を結集した
復興
３ 「復旧」にとどまらない抜本的な「再構築」
４ 現代社会の課題を解決する先進的な地域づくり
５ 壊滅的な被害からの復興モデルの構築

→９月下旬決定

福島県復興ビジョン（平成２３年６月１５日現在）

＜基本理念＞
１ 原子力に依存しない、安全・安心で持続的に
発展可能な社会づくり
２ ふくしまを愛し、心を寄せるすべての人々の力
を結集した復興
３ 誇りあるふるさと再生の実現

→７月下旬ビジョン決定、年内に復興計画（第１
次）を決定

連携

連携
連携

＜三沢市＞

復興計画の策定に向けて、
有識者等による委員会を設
置する。
→年内の策定をめざす。

＜おいらせ町＞

復興計画の策定に向けて、
有識者等による委員会を設
置する。
→年内の策定をめざす。

資料１（差替）

復興への提言～悲惨のなかの希望～
（平成２３年６月２５日）のポイント
○「減災」の考え方を重視
○地域包括ケアを中心とする保健・医
療、介護・福祉の体制整備
○農業の復興…高付加価値化、低コ
スト化、農業経営の多角化
○水産業の復興…沿岸漁業の生産基
盤の共同化や６次産業化、沖合遠洋
漁業の適切な資源管理、拠点漁港の
流通機能の高度化
○再生可能エネルギーの利用促進
○災害に強い交通網、物流システム
の高度化
○人を活かす情報通信技術の活用
○「特区」手法の活用

↓
７月中に復興基本方針を策定

青森県復興プラン
（復興に向けた当面の取組）

H23.5.9策定
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第１回懇話会における意見等を踏まえた主な論点 

 

論点 

１ ビジョンの理念・方向性  

第１回懇話会での主な意見 創造的復興に向けた検討事項（事務局案） 

□どのような考え方に立

って、創造的復興に取り

組むべきか。 

○時代を反映する、１０年先を反映するようなキーワードが必

要。 

○北東北の中での青森県の役割という視点での検討が必要（広

域連携、道州制）。 

○これまでの施策を復興という視点で集大成すべき。 

○県民一人ひとりが何の役に立てるのかが明らかにできればい

いのではないか。 

○県内自治体の復興計画や他県の動きとの整合性を図ることが

必要。 

○創造的復興に向けた理念 

○１０年先を見据えたキーワード 

グローバル化、新興国の台頭、地球規模の人口爆発、食料・

エネルギー・水の需給ひっ迫、地球温暖化、国内の人口減

少、少子化、超高齢社会の到来、生産年齢人口の減少、企

業の中枢機能の分散化、供給網の多重化、さらなる省エネ

の浸透、被災地の復興、地方分権、情報を始めとする各分

野でのさらなる技術革新、新幹線新函館開業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料２ 
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論点 

２ 産業復興  

第１回懇話会での主な意見 創造的復興に向けた検討事項（事務局案） 

□豊かな農林水産資源を

活かした我が国の食料基

地としての本県の役割 

○青森県の農林水産物は原材料として売られている場合が多

い。６次産業化を図らなければいけない。 

○八戸漁港は、現在、三陸で唯一まともに使える漁港として存

在。 

○魚はたくさん獲れるが、時期が集中するため、それを生で出

すのか凍結するのか。凍結するとしても、現在の凍結能力では

対応しきれない。一方で、凍結設備は民間ではなかなかペイし

ない。 

○一次産品を含めた輸出産業を大きく位置付けるべき。 

○放射線検査マニュアルの策定が必要。 

○本県が、我が国の食料基地としての役割を維持・拡大し

ていく上での課題と方向性 

○農商工連携・６次産業化の推進に向けた課題と方向性 

○八戸漁港の活用や本県の新しい水産業のあり方 

○農林水産品の輸出拡大に向けた課題と方向性 

 

 

 

□復興に向けた新しい水

産業のあり方 

□東北復興に向けた本県

の観光の役割 

  ○優れた農林水産物や郷土料理など豊富な観光資源の活

用や新たな資源の発掘に向けた課題と方向性 

○外国人観光客の誘客に向けた課題と方向性 

○観光消費額の拡大に向けた課題と方向性 

□再生可能エネルギー、

新エネルギーの活用、省

エネの推進 

○青森に適したエネルギーネットワークのシステム構築に向け

た議論が必要。 

 

○再生可能エネルギーなど青森に適したエネルギーネッ

トワークシステムの構築に向けた課題と方向性 

○低炭素型のライフスタイル実現に向けた課題と方向性 

□震災を契機とした、本

県の強みを活かした新産

業のあり方 

○他県から人を呼べるような新エネルギーへの取組の姿勢を明

確に示し、アピールしていくことが必要。 

○雇用をいかに確保するかということが非常に大事な論点。 

○各種支援策は制約が多く、有効に活用しがたい。 

○廃棄物のリサイクルなど、川上からばかりではなく、川下か

ら考えていくことも重要である。 

○本県の強みを活かした新たな産業の可能性 

○本県における新エネルギー導入に向けた課題と方向性 

○災害廃棄物のリサイクルなど先進的な循環型社会の形

成に向けた課題と方向性 
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論点 

３ インフラの整備・活用  

第１回懇話会での主な意見 創造的復興に向けた検討事項（事務局案） 

□北東北の物流拠点とし

ての本県の役割 

○八戸港の機能・サービス向上（２４時間営業など）について

も検討が必要。 

○新幹線、高速道路、港湾、空港がそろっているのは、東北で

は仙台と八戸だけ。この使い方をどうしていくのか、というこ

とを議論していく必要がある。 

○八戸の港の復興の早さをもっとアピールしていってはどう

か。 

○北米に一番近い港として、飼料のターミナルもあり、八戸に

物を集めて、物を出していく、そういう位置付けが非常に大切

になってくる。 

○日本海側と太平洋側両方に陸海空の物流拠点を持つ青

森県の潜在能力の高さを産業振興に活かしていくための

課題と方向性 

○ロシア、中国、韓国などを見据え、八戸港を北東北のハ

ブ港としていくための課題と方向性 

○本県が北東北の物流拠点としての立場を確立していく

上での課題と方向性 

○災害に強い物流体系を構築していく上での課題と方向

性 

□災害に強いまちづくり

（減災）のためのインフ

ラ整備のあり方 

 

  

○災害に強い（減災）のためのインフラ整備を進めていく

上での課題と方向性 

○孤立集落をつくらないための避難路の整備、避難所の機

能強化のあり方 

 

□避難路の整備や避難所

の機能強化 
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論点 

４ 情報関連  

第１回懇話会での主な意見 創造的復興に向けた検討事項（事務局案） 

□情報の発信 ○災害時の正確な情報の収集と発信。 

○風評被害の防止や農林漁業者の不安解消のための正しい情報

の的確な発信。 

○新しい情報ツールの活用。 

○災害時における情報の収集・伝達・発信のあり方 

○的確な情報の発信に向けた課題と方向性 
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論点 

５ 災害対策関連  

第１回懇話会での主な意見 創造的復興に向けた検討事項（事務局案） 

□災害時を想定した保

健・医療・福祉サービス

提供体制のあり方 

○災害時における医療機関の停電対策、通信手段の確保。 

○医療機関への自家発電設備導入の支援が必要。 

○災害時における保健・医療・福祉施設の機能確保に向け

た課題と方向性 

 

□自主防災組織の強化、

防災教育の推進 

 

 

○防災意識の普及啓発に向けた課題と方向性 

○自主防災組織の強化に向けた課題と方向性 

□その他 ○従来の社会システムが機能しなくなったときにシステムを乗

り越えるための基本的な理念の議論が必要。 

○基礎的自治体の機能が破壊されたときにどう対応していく

か。 

○災害時を想定したエネルギーのシステムづくりが必要。 
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